
　　　　

R7 年 1 月 20 日

平日授業終了後
休日 11 時 00

から
分から

18
16

時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 1.子どもファースト　　2.エビデンスに基づいた療育　　3.スタッフへの教育の徹底

事業所名 放課後等デイサービスSport plus 宇品 作成日支援プログラム（参考様式）

自然体験活動やスポーツを通じて、対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得や互換を刺激し物の機能や数、空間や時間等の認知機能の向上を目指します。

自然体験活動やスポーツ活動の中で個別対応から小集団、大集団と徐々に活動できる歯にを広げていきます。自然やスポーツの中では必然的に相互の声掛けやコミュニケーション能力が必要
となる為最初は指導員の手助けを借りながら能力の向上を目指します。

公共の場を借りてスポーツに取り組むことでルールやマナーを実践的に身に付け地域やその場に交じり仲間づくりや集団に参加できるよう目指します。

支援方針
私たちは子ども達の将来のことや自立に向けて何ができるか考え、スポーツを通じてルールやマナー、社会で生きていけるソーシャルスキルを育てていきます。
また、子どもの健康・体力向上のためのサポートを行います。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 季節に合わせた行事（お正月やクリスマス会等）を実施します。その他にも長期休暇中には遠足や不定期ながら地域の学校へ部活動交流を図るなどを行なっています。

（別添資料１）

家族支援
ヒアリングを定期的に実施をし、家庭内外の問題に対しデイサービス内での解決を
図ります。

移行支援
学校の移行や卒業に合わせご家庭での意向や進路に合わせ、個別課題の設
定を行います。

地域支援・地域連携 地域行事への参加やその準備などに積極的な参加を行なっています。 職員の質の向上
アメリカでの療育やスポーツについての研修を受けたり、定期的な職場研
修を実践します。

支　援　内　容

運動やスポーツを通じ。健康状態の維持と増進を図ります。また、自然体験活動では必要な物品の事前準備や山を保つための清掃活動によって、生活における基本的なマネジメントスキルの
獲得を図ります。

自然体験活動の中で体づくり運動や得た感覚の偏りの調整、アーチェリーを中心としたスポーツ活動において姿勢と運動・動作の基本的技能の向上や感覚の偏りに対する調整を目指し活動に
取り組みます。
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